
ソ ン グ 我らの生業 

会 長 談 話  

 先日26日に伊藤雅基ガバナー 

エレクトが国際協議会に参加され 

るにあたり、壮行会が駒ケ根のホ 

テルリゾートリンクスで開催され 

参加して参りました。この会は駒ケ根RCの年末家族会

と併せて行われ、和やかな雰囲気で楽しい時間を過ご

させて頂きました。当クラブからは中川博司パストガ

バナー、藤澤秀敬次期地区大会実行委員長、清水紀光

会長エレクトと私の4名で参加いたしました。中川パ

ストガバナーは発起人会代表としてご挨拶されました。

私の隣りには松本西南 RC の古川次期ガバナーエレク

トがおられ、「クラブそれぞれ色々な問題を抱えていて

大変ですね。これからも宜しくお願いします。」と話を

しました。出席いただいた皆さんご苦労様でした。ま

た、私を送り迎えしてくださった藤澤さんに感謝いた

します。 

幹 事 報 告 

1．伊那青年会議所より、新春会員大会のご案内が参 

りました。 

日時：2018年1月6日（土）17：30～ 

場所：信州伊那セミナーハウス 

会費：懇親会費として6,000円 

2．地区事務所より、年末年始休業のお知らせが参り

ました。 

2017年12月29日（金）～2018年1月8日（月）

まで 

【12月のプログラム】疾病予防と治療月間 

7日（木）年次総会（次期役員・理事発表） 

14日（木）クラブフォーラム 

21日（木）卓話（高遠郷土歴史研究会会員矢澤章一様） 

※13：35 顕彰審査委員会、理事会 

25日（月）年末家族会（会場：かんてんぱぱガーデン

西ホール 時間18：30～） 

28日（木）25日（月）へ振替 

委員会報告  

親睦活動委員会 松下正博委員長 

12月25日（月）年末家族会に多 

くの会員、ご家族の皆さんのご出席 

をお願い致します。 

出 席 報 告 会員数58名 内出席免除20名  

長欠2名 出席者32名 事前メーキャップ1名  

出席率66.00％ 前々回100％変更なし。 

ニコニコボックス 

中川博司、立石 誠、清水紀光、藤澤秀敬 伊藤雅基

ガバナーエレクトの国際協議会壮行会に出席して参

りました。 

波多江崇史 先日、伊那JCの卒業式が行われました。

1月以降はJCシニアクラブメンバーとなりますので、

先輩方宜しくお願い致します。 

山田 益 12/12東芝エネルギーシステムKK、京浜事

業所において「ベストパートナー賞」を頂きました。

サプライヤー200社中7社でした。 

平出吉範 今月は「疾病予防と治療月間」です。お話

をさせて頂きます。 

第59期役員・理事 小林孝行・原 義美・向山賢悟・ 

 波多江崇史 

ＩＧＭ報告  

Ａ班 矢島 勇会員 

Ｂ班 矢島秀亮会員 

Ｃ班 清水紀光会員 

Ｄ班 平出吉範幹事 

（報告内容は11月 

30日付会報に掲載） 
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クラブフォーラム 疾病予防と治療月間 

平出吉範幹事 

本日は、「疾病 

予防と治療月間」 

について、ロータ 

リーの HP から 

ピックアップし 

編集した資料で

お話しいたします。 

この報告では、重点分野で頻繁に実施されてい

るプロジェクトの特徴の他に、グローバル補助金

で重要となるプロジェクトの特徴と役立つリソ

ースについて紹介します。 

ロータリーの重点分野は、100 年以上にわたり

様々な国、文化、職業のロータリアンが協力し合

い、世界中の地域社会で活動している。ロータリ

アンは、長期的な変化をもたらすように様々な形

で地域社会の発展に尽くしながら、若者に力を与

え、保健の向上を支援し、平和を推進している。  

ロータリーは特に 6 つの分野に重点を置いて

活動している。6 つの分野は 

①平和と紛争予防／紛争解決 

②疾病予防と治療 

③水と衛生 

④母子の健康 

⑤基本的教育と識字率の向上 

⑥経済と地域社会の発展     である。 

本日は、2 番目の「疾病予防と治療」となりま

す。従来のプロジェクトから画期的なプロジェク

トまで様々なものがあるが、ロータリーは、疾病

を予防し、健康への意識を高めるため次のような

取り組みを実施している。 

＊予防可能な疾病を予防し、ウィルス拡大を防ぐ

ための医療従事者の能力向上プログラムを提

供する。 

＊非感染性疾患、NCPS の発症数、合併症発症数

を軽減するための取り組みを行う。また、三大

感染症マラリア、結核、エイズの状況について

は次の通りとなっている。 

＊2000～2010年でマラリアの死亡率は世界全体

で 25％減少し、この 10 年間で約 1,100 万人の

命がマラリアから救われたことになります。 

＊1995～2011 年では、5,100 万人が適切な結核

治療を受け 2,000 万人の命が救われている。

1990 年代から今日までで結核死亡率は半数に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なると予想されている。 

＊HIV 感染については、2015 年末で推定 3,670

万人が感染しており、2010 年までに、抗レト

ロウィルス治療（HIV 治療薬）が普遍的に受

けられるよう国連のミレニアム開発目標が揚

げられたが、この目標は達成されていない。し

かし、新規感染者は 35％減少、死亡者は 28％

減少している。究極的な目標は、HIV 感染拡

大の阻止にあるが、ウィルス予防方法に関する

認識レベルが非常に低いのが現状である。 

 

疾病予防の具体的な事例であるが、毎年世界で

10 億人がデング熱、ハンセン氏病に感染し苦し

んでいる。これは顧みられない熱帯病（NTB） 

・・・熱帯の貧困層に蔓延しており、世界の 149

ヵ国と地域の人々が苦しんでいるが、三大感染症

のように先進国での症例が少ないことから製薬

会社の開発が遅れ貧困から抜け出せない要因と

もなっている。 

（その他、プロジェクターを使い説明が行われ

た。） 

 


